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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
整形外科領域で広く用いられているチタンインプラントの欠点を克服するため,チタン系材料の表面に
簡単なアルカリ加熱処理およびその引き続く擬似体液処理により生体活性を持つようになったチタンイン
プラントの骨結合特性の詳細について解析した｡化学処理したチタンインプラントでは,骨との結合能の
増強が見られ,高い生体活性が示された｡また処理したチタン系材料の表面は早期から骨組織との直接結
合を認め,優れた骨伝導能を有することが分かった｡その処理を施したインプラントと骨との境界で均一
の骨類似アパタイト層を走査型電子顕微鏡及び元素分析により確認し,そのアパタイト層を介してチタン
系材料は骨と化学的に結合するのが示唆された｡生体内で形成される骨類似アパタイト層は安定であり,
このような生体活性を持つチタンおよびチタン合金材料は骨と化学的に結合する金属インプラントとして
大きく期待される｡
以上の研究は生体におけるインプラント固定材料の発展に貢献し,その生体活性を有するチタン系金属
の骨結合特性を明らかにするものであり,変形性関節症や慢性関節リウマチ等の人工骨と関節治療に寄与
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するところが多い｡
従って,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月24日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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